
戸田市教育委員会における教育DXについて

▮Education ✖ DX = EduDX

Digitization Digitalization Digital Transformation

アナログからデジタル
情報への部分的な置換

▮校務支援システム

関係するプロセス全般
をデジタル化すること

結果として社会全体への
影響を生み出すこと

・通知表や指導要録
・出席簿や児童生徒名簿
・職員集会の連絡事項
・学校日誌

▮Google for Education

・欠席等連絡
・学校評価等アンケート
・修学旅行等参加申込み

▮Home & school
・学校だより等配信
・緊急連絡体制

・オンライン学習
・ハイブリッド学習
・ブレンディッド・ラーニング

・学校内外の学習データ等連携
・デジタル教科書の普及・活用
・スタディログの管理・活用
・学習アプリ・コンテンツ拡大

▮学習データの標準化と累積

▮オンラインプラットフォーム
・広域データベースの構築
・学校間（異校種）連携
・教職員間連携

▮学習形態の工夫

教師視点の校務のデジタル化 ➡ 学習者視点のデータ活用に基づく個別最適な学びへ 40

自らゴールを設定し、学びを調整し、多様な
他者と対話や協働できる力を育むことで、学
校教育が社会や産業をリードできるように

ૺ
ি

भ

ઇ


ੁ
भ

ਫ਼


ఒ

特別支援教育の実践に係る共同研究
（(株) LITALICO）

ICTソフトを活用したR-PDCAモデル
（(株) ベネッセ）

学級風土の非認知的（社会情緒的）
能力への影響の研究（筑波大学）

非認知的（社会情緒的）能力と学力、
SES等との関係（慶應義塾大学等）

戸田市におけるEBPM (Evidence-based Policy Making) の推進

質的研究

量的研究

実態
把握

理論的
一般化

戸田市のEBPM取組マップ
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PDCAサイクルの確立

戸田市におけるEBPMの考え方

① PDCAサイクルの確立

② 授業改善に係る知見の一般化・規準化

③ 教育改革の新たな視点の発見

３つの目的別アプローチ

目的…「経験と勘と気合い」(3K)による教育実践や施策立案から脱却し、
エビデンスに基づく効果的・効率的な教育改革を推進すること

(1)実態把握：調査結果等のデータを活用することで課題や実態を
把握・分析し、PDCAサイクルにつなげる（→①）

(2)理論的一般化：実際の教育実践の事例を研究することで、優れ
た指導法等に関する知見の積み上げ（→②）や教育改革への新
たな視点の発見（→③）につなげる

※横軸に研究の目的に関するアプローチ（実態把握と理論的一般化）、縦軸に手法に関するアプローチ
（質的研究と量的研究）をとり、現行の取組を配置

質的研究

量的研究
統計データの分析による相関関係
の発見等の統計的・実証的な研究

実践事例やアンケート、インタ
ビューの分析等の定性的な研究

全体方針
…量的研究と質的研
究の双方を重視し、
目的に合わせ相互補
完的に活用する

相互補完

※「量的研究」と「質的研究」は戸田市における造語で、実証研究と非実証研究にほぼ該当するイメージである。

教育委員会、学校、教師の３者それぞれについて、各種調査等に基づく
フィードバックを行い、取組の成果や現状の立ち位置を把握することに
よって、課題発見と取組の改善につなげるPCDAサイクルを構築する。

授業改善等のための重要なポイントを一般化・規準化する。（言い換え
れば、ベテラン教師の経験や優れた勘、匠の技（指導技術）などを可視
化・言語化・定理化する。）これによる規準を教員の日常的な授業改善の
参考にしたり、授業の自己・他者評価のツールとして活用したりすること
で、知見を見える化し、学校や世代を超えて積み上げる。

教育委員会レベル 各施策について成果指標を定め、市全体に関する
データをもとに、教育施策の改善に役立てる。

学校レベル 各種調査の学校ごとのデータを学校にフィードバッ
クし、学級経営や学校運営、学力向上策に役立てる。

教師レベル 埼玉県学力調査等によるクラス全体の伸びを教師に
フィードバックし、日々の授業改善に役立てる。

非認知能力の学力への影響、アクティブ・ラーニングの有用性、リー
ディング・スキルへの課題発見など、様々な共同研究の成果やそのプロセ
スにおいて発見された、今後の教育改革に対する新たな気づきをさらに掘
り下げて、新たな研究材料とする。
（取組例）
○リーディング・スキルの視点からの授業改善…国立情報学研究所等のリー

ディング・スキル・テストによる子供の読解力への課題発見を契機に、当該
テストの視点を取り入れた授業改善の手法を各学校での実践に基づき研究。

○特別支援の視点からの授業改善…企業と連携し、ユニバーサルデザインに基
づく学級経営とその成果検証を行うことによって今後の全体の授業改善に役
立てる。

（取組例）
○「指導用ルーブリック」…アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善のため、
６つの授業に対する延べ100人以上による評価表をベースに重点事項をまとめた指
導用ルーブリックを本市独自に作成。これを研究授業や校内研修において活用。

○グッドプラクティスの共有…県の学力調査のデータから、特に学力を伸ばしてい
る教師を複数選出し、授業での心がけ等について聞き取り、ポイントを整理・共有。

理解度、信頼度を定量化するなど、「教室を
科学する」ための様々なトライアル

శ
ੳ
ੴ
␟

ভ
ੲ
ค

␠
ચ

ৡ
ॹ
␗
ॱ
भ
৾

؞
৾
ૅ
ઈ


ष
भ
ણ
৷
␟
ھ
ڼ
ۈ
␠

41



R2

42戸田市教育委員会HPよりダウンロード可

R2

43戸田市教育委員会HPよりダウンロード可



教育経済学

数理統計

データ・サイエンス

学校

学校

学校

県教委

戸田市教育委員会「教育政策シンクタンク」

体 制

設置趣旨

戸田市の教育行政におけるEBPM（Evidence-based Policy Making）の推進の核とするため、これを専門的に担う人材から成る

「教育政策シンクタンク」を立ち上げ、より効果的・効率的な教育政策の企画立案を行うとともに、市民への説明責任を果たす。

主導性

機動性

実効性

教育政策全体のEBPMに関する構想の企画と実行を主導することができる。また、個々の研究者等
との共同研究においても、本市にとってより効果的な形での連携を行うことができる。

教育委員会
内部における
基本的な
調査分析機能

外部研究者等との共同研究は一大プロジェクトとして行われることが多いが、自前の調査研究では、
小さな規模のものも含め、より日常的に、機動的に行うことができる。

本市における教育課題や個々の教育施策に直接結びつけた形での調査分析を行えるため、分析結果
によるエビデンスをより実効的に教育施策に活かすことができる。

EBPM
推進担当
チーム

（教育行政プロ
採用職員 等）
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各施策

設置意義

☞ 体制の３つのポイント

○教育委員会内部のEBPM推進担当チーム
EBPMは担当チームが専属的に行うものではなく、教育委

員会が所管するすべての学校教育施策の基本的な考え方とし
て浸透し、教育委員会及び学校の職員全員によって実行され
るものであり、EBPM担当チームがその推進役及びとりまと
め役としての立場を担う。EBPM担当チームは、事務職（教
育枠）を含める教育改革の政策担当の職員が兼務する。

○外部アドバイザーとの連携
産官学からEBPMの政策立案に優れた外部有識者を委嘱し、

日常的なアドバイザーとして教育政策シンクタンクのメン
バーとなっていただく。また、必要に応じて外部有識者によ
るアドバイザリーボードを設置する。

○産官学の外部機関等との連携
専門性の高い研究や規模の大きな研究等については、外部

の知のリソースを積極的に活用し、産官学の外部機関との連
携を行う。その際には、調査分析のデザインの調整について
主体性を持って調整する。

戸田市
教育委員会

文科省

国 研

取組例

・教育活動の多様な成果を多角的に分析するとともに、数値化できるデータ・調査結果のみならず、数値化が難しいものも含め、
現場感覚をもって的確に状況を把握する。

・データの標準化や一元化（ワンソース・ワンマスタ）と二次利用促進（オープンデータ化）
・データの集約・提供体制等に関する改革の推進

etc.

大学・
研究機関

企業・
ＮＰＯ

教育工学

教育委員会
ロイヤー

個人情報保護

医療工学

社会学

44

戸田市教育政策シンクタンク・アドバイザリーボード

東京大学・田中隆一教授（経済学）
上智大学・田村恭久教授（教育情報工学）
日本大学・末冨芳教授（教育行政学、教育財政学）
慶應義塾大学・中室牧子教授（教育経済学）
イエール大学・成田悠輔 助教授（AI、機械学習、経済学）
聖心女子大学・益川弘如教授（学習科学）
堺みくに法律事務所・小美野達之弁護士（スクール・コンプライアンス）
渥美坂井法律事務所・三部裕幸弁護士（個人情報保護） など

学校

学校

学校

県教委

EBPM
推進担当
チーム

（教育行政プロ
採用職員等）
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戸田市
教育委員会

文科省・
国研

大学・
研究機関

企業・
ＮＰＯ

市役所
他部局

他自治体

子供たちを誰一人取り残さず、一人一人が２１世紀を主体的に生き抜く力を
身につけるため、教室を科学することを通じ、優れた教師の匠の技の言語化・
可視化・定量化や個別最適な学びの実現、EBPMの推進に取り組む。

市役所内他部局
他自治体
大学
企業等

45



個別最適な学びの実現
小中学校段階で何らかの課題（不登校、学力低下等）が顕在化した際、就学前段階までさ
かのぼって分析し、①その兆候が何らかの傾向として現れるか、②その結果、早期支援が可能に
なるかを分析。また、③子供の状況・背景に応じた指導の在り方の分析や、④EBPMの観点から、
施策の効果が表れているか明らかにする。

基礎情報

ID（宛名コード）

世帯番号

性別

生年月日

就学前段階

乳幼児健診

出生時体重

（家庭状況調査）

幼保在籍年数

保育園基準指数

在籍保育園・幼稚園名

保育園志望順位

家庭

（年収）

保護・要保護・児童扶養手当

虐待相談

ペアトレ

子ども第三の居場所

学童入所の有無

在籍学童名

健康

健診

子供医療システム

障害の状況

学力

全国学調

県学調

（市学調）

RST

すてっぷ

とだっこ・塾補習

体力

新体力テスト

非認知的能力

IGS

県学調質問紙

相談

SC・SSW

教育センター

家庭児童相談

福祉保健相談

その他

在籍校・学級

担任教師ID(職員番号）※

（使用教材ID）

欠席日数

日本語指導

※基本情報（性別、経験年数、研修歴等）や教員質問紙調査結果を含む

子供の状況の可視化
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教育委員会としての決意

今後さらに検討を要する事項（中教審答申「令和の日本型学校教育の構築を目指して」P.92）

○校長を中心に学校組織のマネジメント力の強化が図られ、自主的・自立
的な取組を進める学校を積極的に支援し、社会の変化に素早く的確に対
応するための教育委員会の在り方～略～社会との連携等を含む教育行政
の推進体制の在り方

学校戸田市教育委員会 支援

令和の日本型学校教育の
構築を目指して

○多様な人財を得て機能を最大化し、社会に開かれた教育行政を実現する
○定数を増やすのは厳しいので、教育委員会事務局組織の戦略的人事配置
○教育委員会と学校との距離感の縮小（管理から支援へ）

○教育委員会とは、「学校とともに伴走し、積極的な自走を支援し、逸走
や暴走を軌道修正する」ところである
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